



























































































































































































































































































































る 15 世紀頃の最高協議会は 9 人で構成され，そ
のうちの 8 人までは，市内に 21 あった同業組合
の代表者で占められていた。組合規模の大きなと
















































































































































　11 世紀後半から 12 世紀にかけてロマネスクと
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呼ばれる時代が展開するが，十字軍遠征によりキ
リスト教徒の一体感が強まる中で，修道院が信仰
の要として重視され，また流行現象のように聖地
巡礼がヨーロッパ全土で巻き起こった。地中海貿
易を初め，東西の交易も活発化し物資の往来はま
た文化の交流をも加速しいていった。こうした封
建制の安定的推移の中で，ピサの大聖堂を典型と
する広壮な建造物が建てられ，律動的な外観の中
に繊細さがうかがえる様式によって，大聖堂のみ
ならず，鐘塔，洗礼堂などが別個に建てられていっ
た。ローマのサン・クレメンテ大聖堂などがそう
であるように，それら建造物は天井や側壁に，
キリスト像，聖母像，聖書や聖人伝に題材をとっ
た数々の説話をテーマとした大構図の壁画が描か
れ，そこには東西交流の影響を受けて東方的な色
彩感覚が濃厚に映し出されていた（20）。その後，
13 世紀に入ると，「大聖堂の時代」とも言われる
ゴシック様式の時代を迎えるが，イタリアは世紀
の後半になってその洗礼を受け，ローマを中心に
大壁画などにその影響が表れてきた。しかし，前
述のように 14 世紀に入ると，種々の原因により，
さしもの封建制にも揺らぎが生じ，不安定な社会
構造の中で，次の時代への胎動が始まった。全般
的な生産の落ち込みは財政力を減じ，大聖堂の時
代も終わりを告げ，国王の居館，諸侯の邸宅，公
共施設など，実用的，世俗的な建造物が主流となっ
ていった。芸術の中心的存在として絵画が位置づ
くのは 14 世半ば以降と言われているが，ちょう
どこの時期から「国際ゴシック様式」（21）と呼ば
れる様式が展開し，ルネサンス様式への橋渡しの
役割を果たすことになった。
　イタリアにおけるゴシック様式は大きく二つの
流れを持っていたと言われている（22）。一つは，
光の照射と遠近法を精緻化することによって，立
体感ある表現形式を取り入れたジョットに代表さ
れる作品群であった。3 次元空間の表現として絵
画が描かれ，リアリティ溢れる存在感を発揮する
ことによって，画面に現実社会を映し出す様式が
確立されていった。自然主義絵画への道が開けた
のである。パノヴァのスクロベーニ礼拝堂の壁画
の一つである「ユダの接吻」は，その代表的作品
であるが，聖書のエピソードがドラマチックに現
実性を帯びた迫真性の中で画面一杯に広がるその
効果は，それまでの絵画とは一線を画するもので
あった。このジョットに大きな影響を与えたと言
われる 13 世紀の画家チマブーエが，フィレンツェ
のサンタ・トリニタ聖堂壁画として描いた「荘厳
の聖母」では，すでに遠近法を用いた奥行きの深
さが表現されており，中央から当てられた光が陰
影を表すことで量感をも引き出していた。ジョッ
トは，この前世紀の資産に精緻な技巧を加味し，
とくに斜めからの光の照射を極めて効果的に取り
入れることによって，描かれた対象物に現実世界
の出来事に近い質感を描き出すことに成功したの
である。
　この頃のゴシック様式のもう一つの流れは，
フィレンツェに隣接する都市国家シエナで育ま
れた。14 世紀初め，ドゥッチョによって描かれ
た祭壇画「マエスタ」は，縦約 5 メートル，横
約 4.7 メートルという大型のテンペラ画で，キリ
ストの誕生伝，受難伝，あるいは聖母マリアの物
語など連続性をもった多数のプレデッラ（裾絵）
がほどこされ，また，裏面にも絵が描かれた独創
的な祭壇画であった。それぞれのパネルに描かれ
た物語の構成は複雑で，それらを総括した全体像
は，雄大で見るものを圧倒する力を備えていた。
そして，表現された説話，物語は巧みで，説得的
であり，まさに見ることによる布教の高い効果を
想定させるにふさわしいものであった。描かれた
絵画には，東方ビザンチン様式の影響が色濃く表
れ，他方，　隣接都市フィレンツェの画風，およ
びジョットの一連の作品の影響も映し出されてい
た。この「マエスタ」がシエナ派と呼ばれる一つ
の流れの始まりと考えられており，次世代のシ
モーネ・マルティーニらに引き継がれていくこと
になった。
　14 世紀前半，シモーネがシエナ大聖堂の祭壇
画として描いた「受胎告知」もまた，ミサのため
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に描かれ，人々にキリストの教えを如何に効果的
に，説得的に語るかが考え抜かれた構図の中に描
かれていた。大天使ガブリエルがマリアに，聖霊
の降誕を告げる画面には，純白の象徴である白百
合や神聖を表す聖霊の鳩が散りばめられ，荘厳な
中に神性が強調されつつ，また，告知に接し，驚
嘆し，当惑し，そして恥じらいを秘めたマリアの
表情が，リアリスティックな筆致で見事に描か
れ，写実の妙を存分に発揮していた。その描画の
技術力の高さ，表現の優美さにおいて群を抜いて
おり，当代を代表する作品であった。シモーネは
この後，アヴィニョンの教皇庁に移り，その絵画
様式は宮廷様式，あるいは国際ゴシック様式とし
て次代に受け継がれていった。
ルネサンス・ヒューマニズムと絵画様式の変化
―アルベルティの絵画論とマザッチォー
　ジョットに代表される一群の様式とこの国際ゴ
シック様式の二つの流れを経て，15 世紀に入る
と，絵画様式は大きな変化を遂げることになる。
それは，フィレンツェに代表される新興都市国家
における市民の台頭，そしてそれにともなって次
第に中心的思潮として確立するヒューマニズムの
精神と密接に結びついていた。古典古代の文献研
究に端を発した人文主義の知的営為も，またこの
絵画様式の転換に預かって力があった。その場合
も，こういった流れの拠点として重要な役割を果
たしたのはフィレンツェであった。15 世紀初頭，
市内の羅紗製造の同業組合がスポンサーとなっ
て開催された美術コンクールがその一つの大きな
きっかけであった。また，これ以後の絵画様式に
決定的な影響を与えたと言われるアルベルティの
『絵画論』の存在も見逃せない。そしてまた，文
化・芸術の庇護者としてのメディチ家の存在も忘
れるわけにはいかないだろう。これらを通して，
ルネサンス・ヒューマニズム（23）の成立経過と，
それが文化・芸術にどのような影響を与えること
になったのかを，絵画の変遷を通して検討してみ
よう。
　1401 年，フィレンツェでは，市の中心部にあ
るサンタ・マリア・デル・フォーレ大聖堂の一
角，サン・ジョヴァンニ洗礼堂の門扉制作者を決
めるためのコンクールが開かれた。大聖堂を中心
にこの洗礼堂と鐘楼があるのが当時の一般的な構
造で，この「花の聖母マリア大聖堂」の鐘楼はす
でに前世紀の前半にジョットによって制作されて
いた。今度は洗礼堂の門扉を飾るブロンズの浮
彫の制作をてがけることになり，旧約聖書にある
「アブラハムの犠牲」をテーマに作品が公募され
ることになったのである。このおおがかりなコン
クールには，隣接都市シエナの彫刻家をはじめ多
くの技術者が参加した。彫刻家と金銀細工師の違
いなども明確になっていない時期のことでもあ
り，フィレンツェの名のある細工師も名乗りをあ
げた。審査が進む中で，最終選考に残ったのは，
ギベルティとブルネレスキの作品で，いずれもゴ
シック様式の影響を残しながらも，ブルネレスキ
の作品は，より近代的なドラマチックな激しさを
持っていた。これに対してギベルティの作品は，
繊細なタッチで，技巧に富み，装飾性に優れた，
よりゴシック様式を色濃く映し出していた。こ
の両者に対して市民は，ギベルティに軍配をあ
げた。この二つのコントラストを際立たせるため
に，敢えて守旧的，革新的という形容を用いると
すると，すなわち，15 世紀初頭においては，市
民たちはまだ守旧的な作品を選び，革新性には足
踏みをしたと言えよう。
　しかし，他面，このコンクールそのものには，
それまでとは違う流れの変化をうかがわせる画期
としての意味があった。その一つは，コンクール
という方法そのものにあった。商工業を基盤とし
た新興都市フィレンツェが，門閥，家柄，地位，
身分といった旧来からの価値体系とは異なる実力
主義の原理で少なからず成り立っており，実力競
争で結論を出していくことに抵抗感が少なかった
ことの反映であった。実際に，この場合に限らず，
フィレンツェでは，たびたび各種のコンクールが
行われていたのである。
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　もう一つは，このような形式により全市民が芸
術活動に参加する機会を得たことの意味である。
東方ビザンチンの学問，文化の流入により人文主
義が鍛えられていった様子からもうかがえるよう
に，市民の知的好奇心とその発露が，芸術の領域
においても旺盛に発揮され，活気を漲らせていた
新興都市の雰囲気が感じ取れるのである。まさに
都市の空気は自由にするのであって，知的営みと
芸術への関与が，個的理性の尊重とそこにおける
平等感を紡ぎ出し，それがヒューマニズムの温床
になっていた事情が読み取れるのである。しかし
また，コンクール結果に示されたように，この時
期の平均化された市民の嗜好性は，旧来的な趣向
に満ちたゴシックの残り香に郷愁を抱いており，
装飾性を排し，人間存在の本質を一途に突き詰め
ようとするルネサンス・ヒューマニズムの徹底に
は至っていなかったのである。
　絵画の領域で，この傾向に大きな変化を与える
きっかけになったのは，アルベルティの著した『絵
画論』であったと考えられており（24），それには
このコンクールから 30 年余りの時間の経過が必
要だった。この著作は，絵画技法の手引書ではな
く，まさに当時のフィレンツェに横溢していた人
文主義の探究，そしてその発端となった古典古代
への回帰とその再生，そして自然科学の発達等を
体現し，絵画様式にこれまでとは異なる新たな方
向性を指し示す導きの書であった。実際に，アル
ベルティ自身が，人文主義者であると同時に数学
者であり，建築家，暗号書記家，言語学者，文学家，
美術家と多彩な顔を持った人物であり，『絵画論』
にもそれが十二分に生かされていた。数学的遠近
法による合理的な描画形式を提起し，光と色彩の
関係，運動表現の描写法などを科学的裏付けの下
に論及した。そして，それらを含めた全ての根源
は，古典古代にあり，その研究から始めるべきこ
とが力説され，絵画もまた自ずとその基礎の上に
成り立つものとして位置づけられたのである。そ
の結果，絵画は絵筆の技巧の産物ではなく，知的
営為の成果として芸術性を帯びた制作物の位置を
確立させたのである。
　この著作の影響は大きく，絵画そのものの本来
的性格を塗り替えたのみならず，この絵画理論が
15 世紀半ば以降の絵画様式の規範となっていっ
た。前述のように 15 世紀初頭まで根強くフィレ
ンツェ市民に支持されていた国際ゴシック様式を
塗り替えることになったのは，ジョットの系譜を
引きながら，新たな様式の確立に向けて先鞭をつ
けた夭逝の天才画家マザッチォであった。マザッ
チォはフィレンツェを主たる舞台に旺盛な創作活
動を展開したのであるが，実はこのような動き
は，絵画以前に，他の芸術領域ですでに展開して
いた。マザッチォの軌跡を辿る前に，その点に少
し触れておこう。
　15 世紀フィレンツェで花開いたルネサンス・
ヒューマニズムは，東方ビザンチン文化の影響を
受けながら，古典古代への回帰とその再生，その
結果としての人間存在の至高性への厚い信頼に基
礎づけられ，人文主義に収斂していく道筋を辿っ
て成立したが，その思想傾向を反映して芸術様式
も大きく転換した。しかし，それは絵画ではなく，
彫刻や建築のジャンルから始まった。装飾性の強
い表現形式であり，技巧を凝らした繊細さを重ん
じ，華美豪奢な貴族趣味を特徴とする国際ゴシッ
ク様式に代わって，写実を重んじ，それ故華美を
排し，簡潔で，尚且つ繊細さよりも重厚さを，そ
して流麗さより厳粛さに重きを置く様式が新た
な方向性として次第に根付いていった。あのコン
クールでギベルティに勝ちを譲り苦杯を舐めたブ
ルネレスキが，建築に転じて数々作り上げた市内
の大聖堂や教会，孤児院などの建造物にまずその
特徴が良く示された。数学的に精密な計算により
組み上げられた柱や天蓋は，装飾性を排し，単純
にして明快でありながら，清新で力感溢れる仕上
がりになっていて，ゴシック様式とは全く違う指
向性を指し示していた。
　このブルネレスキの親友であったドナテルロ
は，彫刻で新たな様式を世に問うた。先のコンクー
ルでブルネレスキが提示した様式を引き継ぎ，力
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強く，躍動感溢れる作品を生み出したが，15 世
紀中葉を飾るそれらは，例えばパドヴァの「ガッ
タメラータ騎馬像」やローマの「マルクス・アウ
レリウス皇帝の騎馬像」のように，多くはフィレ
ンツェ以外で創作された。独創性豊かな近代的な
様式の彼の作品は，依然として技巧的な繊細さを
彫刻に求めるフィレンツェの市民にはなかなか受
け入れられなかったのであろう。
　それはともかく，建築，彫刻でます先鞭をつけ
られたルネサンス様式は，マザッチォによって絵
画に引き継がれた。ブランカッチ礼拝堂の壁画「貢
の銭」がその代表作とされるが，「歴史上最初の
幾何学的な線遠近法と，システマチックな投影表
現が確立した」（25）と評されるように，消失点に
見る側の視点が凝縮し，背景に配された山や雲と
の位置関係から描写された対象物の奥行きを実感
することができる。また，色彩の濃淡によっても
遠近の違いが際立って視覚に訴えられる。描写さ
れた画中の人々は，まさに見る側の現実と同じ視
点で捉えられ，同様の 3 次元空間の人物として飛
び込んでくるのである。ルネサンス様式の始まり
を飾る記念碑的作品の完成であった。若くして世
を去ったマザッチォに代わって，この様式を引き
継いだのは，ドミニコ修道会の修道士，フラ・ア
ンジェリコであった。フィレンツェのサン・マル
コ修道院壁画の「受胎告知」は，前述のシモーネ
との違いを際立たせるかのように，聖霊の鳩が飛
び交うこともなく，純潔の表徴の白百合も配され
ず，マリアが肌身離さず持っていた聖書すら失わ
れているのである。左方からの採光とそれによっ
て作り出される陰影によって，奥行きが感じら
れ，消失点が設定された聖母マリアに見る側の視
点が集中する中で，極めて人間的に描かれ，存在
感を感じさせる大天使ガブリエルと，従順な中に
意を決した表情のマリアが生き生きと描き出され
ている。
　同じ 15 世紀の前半，フィレンツェで活躍した
フィリッポ・リッピは，より徹底した写実性で，
新しい様式を精力的に取り入れた作品を多く残し
た。代表作と言われる「聖母子と聖アンナ伝」は，
円形画として描かれ，フィレンツェの富裕な家庭
に飾られる宗教画として用いられた。円の中心に
置かれた消失点により，前面に半身像として描か
れた聖母が，背景との遠近の明瞭なコントラスト
によってより浮き立って視線に飛び込んで来て，
その存在感が，際立った深みを持って表される。
そして，その聖母は，神性の表徴としてではなく，
かなり意識化された世俗的存在として，むしろ女
性としての特性を如何なく発揮するような描き出
され方をしており，一般家庭の壁にかけられたこ
とがうなずける画調となっている。宮廷美術の意
味を持つ国際ゴシック様式は，このような家庭用
絵画が一般に流布するような都市の発展の中で，
様式としてだけでなく，絵画の在り方そのものと
しても，歴史的使命を終え，市民の絵画にその座
を譲ることになったのである。それは，ルネサン
ス・ヒューマニズムの時代思潮の芸術・文化面，
絵画領域での反映と言って良いだろう。
まとめにかえて
―絵画表現に見るヒューマニズムの本質
　教皇庁の移転や教会勢力の分裂，国王権力の一
定の後退，度重なる外征，長期の戦争による封建
諸侯の疲弊といった条件が折り重なる間隙を縫っ
て，商工業発展を遂げた都市国家が急速に勢力を
強め，一部とは言え，財力を高めた富裕な市民層
が，その中心的担い手として，経済活動による富
の蓄積のみならず，その経済力を背景に，多様な
学問や，あらゆる領域での芸術活動に大きな貢献
をすることになった。折しも，15 世紀半ばには
ビザンツ帝国の崩壊にともない，紀元前以来営々
と築かれた古典古代を継承する文化・芸術が大量
に西ヨーロッパ，とりわけ富の蓄積によりその受
容を十分に果たし得る条件が整っていたイタリア
諸都市に流入し，まさに復興と再生の原点が形作
られることになった（26）。
　それまで人々の精神生活全体を覆っていたキリ
スト教会の威勢が衰えたことと，封建諸侯の勢力
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が弱まったことにより，中世世界を形づくってい
た封建制の基本構造は大きく揺らぎ，神の摂理に
よって全てを説明する既成の価値観も動揺し始
め，新たな産業基盤の形成とともに，その担い手
となった市民層の中には，「人間の偉大さと人間
的価値の至高性とに対する熱烈な信頼」（27）が，
次第に芽生えていった。それは，自らの周囲を十
重二十重に縛っていた，封建制とキリスト教のく
びきから解き放たれる過程で，新たな価値体系を
見出そうとする努力が積まれ，ビザンティン文化
の影響を受けながら，中世以前の世界，すなわち
古典古代において生き生きと息づいていた人間中
心の世界観，そしてそれに基づくギリシャ・ロー
マの豊かな文化遺産を再発見する機会を得たので
ある。そのような契機を経て，文芸的な復興運動
として展開されたルネサンスは，ペトラルカ，エ
ラスムス，そしてモンテーニュへと深化を辿りな
がら，人間的価値を至高の価値とみなす学問，文
芸の探究者，教育者すなわち，ヒューマニストを
生み，後世になって体系化され，イムズとして成
り立つ前提が形づくられていった。ルネサンス・
ヒューマニズムと称されるこの思想傾向は，まさ
に現代ヒューマニズムの源流として位置づけられ
るものであった。そしてそれは実際の文化・芸術
運動の中でも，如何なく発揮されることになっ
た。ここでは，絵画について焦点を当てて検討し
たが，ロマネスクからゴシック様式，さらに国際
ゴシック様式という段階的変化を通して，ルネサ
ンス絵画に結実する一連の流れはまさにそれを象
徴していた。
　ヨーロッパにおける中世から近代への移行過程
と，そこにおける思想傾向の変化，その芸術領域，
とりわけ絵画への影響を取り上げてきたが，時代
背景等に紙数を割いてしまい，ルネサンス・ヒュー
マニズムをはじめ，そもそも突っ込んだ分析を行
おうとした対象に十分入り込めなかった。とくに
冒頭の課題意識で述べたように，現代ヒューマニ
ズムの有効性を問い，現在的意味を明らかにする
ためにはどのような突き詰めが必要かを考察する
ことが本稿の狙いであり，そのためにルネサンス
期に遡ってその成り立ちを追及することが課題で
あった。その時期におけるヒューマニズムの成立
とその芸術活動への投影についてはある程度跡付
けることが出来たとは言え，しかし，15 世紀ヨー
ロッパにおいて，中世世界からの脱却という大事
業の過程で，如何なる意味で人間的なるものへの
回帰が，その原動力として求められ，また実践さ
れたのかについては，十分に解き明かすことがで
きなかった。一千年以上続いた封建制を打破し，
近代市民社会への道筋を築くことは膨大なエネル
ギーとかなり質の高い思想的営為を必要とするは
すである。その根源的な部分で求められた人間的
なるもの，あるいは人間中心の意味について，や
はりもっと精緻な分析が必要であったと思う。課
題追及の入り口のところで息切れしてしまった
感があるが，突き詰めていくための方向性を定め
たところで本稿は一先ず区切りとし，中世から近
代への移行期において，人間存在とその価値の至
高性への着目が，古典古代への回帰とその再生に
よって果たされようとしたメカニズムについて，
さらに史料を掘り下げ，深いところで整合性が得
られるよう突き詰めることを今後の課題とした
い。
【注】
（1）具体的には，日本ヒューマニスト協会編『現
代ヒューマニズム講座　20 世紀のヒューマ
ニスト』宝文館　1956 年，あるいは，務台
理作・谷川哲三・他監修『現代ヒューマニ
ズム講座　現代ヒューマニズムの諸問題』
宝文館出版　1969 年，等に代表される一
連の研究で取り上げられ，一定の論争が沸
き起こるような状況を指している。
（2）例えば，ハイデッガーのヒューマニズム論
が，ハイデッガー／渡辺二郎訳『「ヒュー
マニズム」について』ちくま学芸文庫　
1997 年のように文庫で刊行されたのを始
め，福井一光『ヒューマニズムの時代―
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近代的精神の成立と生成過程―』未来社　
1989 年，村瀬裕也『教養とヒューマニズ
ム』白石書店　1992 年，深沢賢一郎『ヒュー
マニズムの現在―混迷の政治の中にいる私
―』郷土出版社　1995 年，竹田宏『ヒュー
マニズムの変遷と展望』未来社　1997 年，
さらには，都留重人『科学的ヒューマニズ
ムを求めて』新日本出版社　1998 年，な
どの一連の著作が，この時期，種々の観点
から，現代的ヒューマニズムの意義，その
果たした役割，そして 21 世紀に向けて果
たすべき役割を問題にして，次々と刊行さ
れていた。
（3）高階秀爾『フィレンツェ―初期ルネサンス
美術の運命―』中央公論社　1966年。P.0.ク
リステラー／佐藤三夫監訳『イタリア・ル
ネサンスの哲学者』みすず書房　1993 年。
（4）クリステラー前掲書。次の引用も含め，こ
の部分は同書より。
（5）この説もクリステラー前掲書より。
（6）根占献一『フィレンツェ共和国のヒューマ
ニスト―イタリア・ルネサンス研究―』創
文社　2005 年。次の成句及び，その後の
ペトラルカの位置づけについての引用も同
書より。
（7）根占前掲書では，ペトラルカからモンテー
ニュまで，すなわち，14 世紀初めから 16
世紀終わりぐらいまでをルネサンスの外延
的年代範囲と規定している。後にも触れる
ように，ルネサンスの時期区分については
さまざまな説が提起され，論争点にもなっ
ているが，本稿では，ほぼこの時期を採用
する。
（8）ローマ教皇が地上におけるキリストの代理
者であると規定することで，その絶対的
権威が保障され，代理者として信徒を精
神面で支えるのが聖職者の役割とされた。
そして，神に委ねられた権限で祭祀を執り
行い，神の賜物を配分する権能を持つこ
とで，教会，聖職者の権威が発揮された。
そのような教会勢力の頂点に位置するロー
マ教皇の絶対的地位が最高度に高まったの
は，教皇グレコリウス 7 世の治下，教皇令
が発せられた 1075 年頃と言われている。
その教皇令では， ｢ローマ教皇のみが正統に
して普遍的と呼ばれるべきである｣（2 条）， 
｢ローマ教皇だけが司教の廃任と復職の機
能を有する｣（3 条）， ｢ローマ教皇は皇帝を
廃することができる｣（12 条）， ｢ローマ教
会は無膠である｣（22 条）等が規程され，
その絶頂ぶりを示していた。
（9）根占前掲書。また同様のことは，高階前掲
書でも確認できる。
（10）高階前掲『フィレンツェ』。
（11）当時ミラノ，ヴェネツィアの人口は２０万
人，ジェノヴァ，ナポリは１０万人の人口
を擁していたと言われていた。フィレン
ツェもこれらに伍した規模を誇る都市国家
であった。
（12）クリステラー前掲書。
（13）これら，フィレンツェのこの時期の共和
政の在り方，市民意識などについは，高階
前掲書，根占前掲書より。
（14）高階秀爾編『ルネサンスの名画１０１』
新書館　2011 年。
（15）クリステラー前掲書。
（16）根占前掲書。
（17）ロベルト・ロンギ／和田忠彦・丹生谷貴志・
柱本元彦　訳『イタリア絵画史』筑摩書房　
1997 年。次の引用も同書より。
（18）ロンギ前掲書。次の引用も同書より。
（19）関根秀一編『イタリア・ルネサンス美術
論―プロト・ルネサンス美術からバロック
美術へ―』東京堂出版　2000 年。
（20）高階秀爾　監修『西洋美術史』美術出版
社　1990 年。
（21）「後期ゴシック様式」あるいは「宮廷美術
様式」などとも呼ばれる。ここでは，以後
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特にことわらない限り，括弧で括らず国際
ゴシック様式の語を用いる。尚，この様式
の特徴などについて，高階前掲『西洋美術
史』あるいは，ロンギ前掲書などが詳しい。
（22）高階前掲『ルネサンスの名画１０１』。
（23）ジャン・リュデル／木村三郎・金山弘昌
監修　望月典子・安室可奈子・田中麻野・
一瀬あゆみ訳『イタリア・ルネサンス絵画』
白水社　文庫クセジュ　2010 年。「ルネサ
ンス・ヒューマニズム」の表現は，他では
余り用いられれることはないが，この時期
の文化・芸術，とりわけここで対象として
いる絵画表現の裏付けとなる，当時の基本
思潮，世界観を表現する用語として適切で
あると考える。概念規定については後述す
る。
（24）アルベルティの『絵画論』については，ケ
ネス・クラーク／岡田温司訳『ヒューマニ
ズムの芸術―初期イタリアルネサンスの巨
匠たち―』白水社　2000 年が詳しい。ま
た，高階前掲『ルネサンスの名画１０１』
及び同『フィレンツェ』，ロンギ前掲書，
関根前掲書でも，その絵画史上の画期的な
意義については言及されている。
（25）高階前掲『ルネサンスの名画１０１』。
（26）メディチ家が巨費を投じ，ミケランジェ
ロに委ねて古典蔵書図書館を建設したこと
は良く知られている。
（27）ケネス・クラーク前掲書。
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